
令和６年度 第２回学校運営協議会 記録 

令和６年８月 23 日（金）開催 

学 校 名 大磯町立国府小学校 

開催日時と場所 令和６年８月 23 日（金） 14：00～15：00 第一音楽室 

出 席 者 委員：小島会長・後藤副会長（欠）・竹内委員・麻田委員・織戸委員・大友委員・

野口委員・瀬戸委員・山口委員（学校長）  

事務局：浅輪教頭（記録） 

傍聴・参加 ：国府小学校教職員 

内  容 １ 委嘱状交付（瀬戸委員）＊教育部長より 

２ 報告事項 

 ・１学期の終業式の日に、成績表「くすのき」の名前の由来を児童に話した。 

 ・新しい教育目標「きらきら夢わくわく心 行動する私」の意味を伝えている。 

 ・夏休み中の教職員の研修について 

（防犯訓練・消防訓練・不祥事防止会議・国府中学校との小中交流、他） 

・１学期の児童の様子について（各学年の教諭より） 

→（委員より）４～６年生に携帯電話教室を行ったが、４・５年生も真面目に

聞いていた。６年生では、「自分のことだ！」と反応してくれた子がいた。 

・人員の配置があり、「校内教育支援センター」を６年生フロアに設置した。 

３ 協議【学校・家庭・地域がそれぞれ感じていること】 

（学校）  

・国府地区・大磯町の豊富な材を活用した校外学習等を、１学期にも実施した。 

（家庭） 

・国府の子は元気でいてくれるイメージがある。地域や学校に感謝している。 

（地域） 

・サツマイモづくりに畑を貸している。地域の子ども達と仲良くなれるとよい。 

・子ども会、盆踊り、お祭り、見守り等、地域で子ども達を育てたいと考える。 

・登校班がなくなり、PTA 活動も変わると、かかわり自体が少なくなるのでは。 

・町美化キャンペーンに保護者が参加していた。地域への協力はあると考える。 

４ その他 

・生沢分校小学部６年生が、２学期に修学旅行を予定している。 

・自動応答装置（留守電）の設置時間（現在 18：00 から）について 

→段階的に変えていくのはどうか。中学校とのバランス。受け皿があればよい。 

・学年（チーム）担任制の実施について 

→専科の先生が充実しているならよい。やり方はある。チームを組み、授業交

換をすすめると、そこから切磋琢磨も生まれてくる。情報交換もできる。 

一人で抱え込まなくなる。子どもからしてもいろいろな先生に見てもらえる。 

５ まとめと謝辞（教頭より） 

次回の開催 期日：令和６年 11 月 22 日（金） 

10：00～第１家庭科室（ランチルーム）（傍聴可） 

会議の経過を記載し、その相違ないことを証しここに署名する。        令和６年８月 30 日 

会    長        小島 孝臣                          

会長が指名する委員     山口 友紀子                         


